
�� �� チャンネル または、 チャンネル までのマイグレーション��を�なうことが�80 ( 20 )

 ます。 # $%&とストレス%&を)けて,-して%&/を0$できます。

ストレス%&は、234の「6789-3」「6789-4」のように アクチュエータ72102

カードをGHIJKにLKすれば、OGH/QGHのど らの0$もUVです。

#$WXXYは、「Z$WXXY」、「[$W\XY」、「[$]^XY」の３`aから

cdできます。

ストレス%&efgは、hに のi%jklを�ないます。i%jをn�すると、8340

Zp、��をqrし、stu�vをwりyすまでz6{|となります。しかし、234の

「6789-2」「6789-4」のようにアクチュエータカードが�vに~�に��されてい

れば、��はg�しないで、stu��の�vだけを���に��から�り�して�

�を��することができます。

また、#$/に�し、��qr��を0$することもUVで、#$/が�$/をyれた

�u、その�v��を��し��をZWqrしてstu�vを��から�り�すのを

z ます。この�uも、「6789-2」「6789-4」のようにアクチュエータが�vに~

�に��されている�uは、���にstu�vを��から�り�し��を��する

ことができます。

シーケンス��により、チャージ/ディスチャージ#$がUVです。��#$%&は、LK

するリレーカードの%& ¡によります。
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ストレス%&のマイナス²し

stu�vの���り�し²し

ストレス%&のマイナス%&UV

stu�vの���り�し²し

ストレス%&のマイナスUV

stu�vの���り�しUV
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stu�vの���り�しUV
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● では、�´µコンデンサのリーク%j#$を·$した¸くのº»6Vが¼fされています。W32-R8340MIG80

エーディーシー 8340A ,7210

W32-R8340MIG/MIG80 エーディーシー

マイグレーション��

エーディーシー
8340+7210( 20ch/80ch)��

��できる� � 8340A,7210は、エーディーシーÀのÁÂです。

W32-R8340MIG-R

W32-R8340MIG80-R

W32-R8340MIG-N

W32-R8340MIG80-N

É� GP-IBボード ÍÎ ��ÏÐ

490,000�

720,000�

Windows
Vista/7/8.1
(32,64)
Excel
2007/2010/2013
(32bit only)

NIå

NIå

ラトックシステムå

ラトックシステムå

Max

20ch

Max

80ch

W32-R8340MIG80は、コンデンサのリーク%j
ëÍのための6Vがíîされています。
ï チャンネル^は、システム89により、)

チャンネルがðñになる�uがあります。Max.

W32-R8340MIG
(Max.20ch)
W32-R8340MIG80
(Max.80ch)

W32-R8340MIG
(Max.20ch)
W32-R8340MIG80
(Max.80ch)

W32-R8340MIG
(Max.10ch)
W32-R8340MIG80
(Max.40ch)

W32-R8340MIG
(Max.10ch)
W32-R8340MIG80
(Max.40ch)
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��

スタートすると、ファンクション･��
レンジ･����などを"�した%、
&�されたﾞ���*で、&�され
た+,のデータを/0みます。4
5なら78�9も8;することもが
きます。

Excelシートに/0んだデータは、キーボードからGHした

データとIじように、Excelの�MをN�して、PQ・ST・

UVWをXYにZうことができます。 また、[\にデータが

/0まれる]^をExcelのグラフウィザードで"�することが

fMですから I�にデータ/0 グラフgがリアルタイムにZ

えます。

��「���-1」の#$

��「���- 」の#$2

��「���- 」の#$3

��「���- 」の の#$4 40ch

7210

7210

7210

7210

7210

7210

7210

マルチプレクサ 72101J

マルチプレクサ 72101J

マルチプレクサ 72101J

マルチプレクサ 72101J

マルチプレクサ 72101J

72102A/C

72102A

 7 2102A

 7 2102C

 7 2102C

ストレス%&のó%&ef6Vは²し、stu�vの���り�し6Vは²し。

ストレス%&のó%&ef6Vは²し、stu�vの���り�しôり。

ストレス%&のó%&ef6Vはôり、stu�vの���り�し²し。

8340
(8340A)

8340
(8340A)

8340
(8340A)

8340
(8340A)

[$]^XYでの#$を�なうWにcdします。

Z$WXXYでの#$を�なうWにcdします。

[$W\での#$を�なうWにcdします。

õプログラムは、3`aの#$WXXY[$÷øをサポートしております。

それぞれのWXXY[$で、スキャナをLKする/LKしないのcdがUVです。

1. Z $WXXYでの#$

� � ý/ ) WXのXYで、 �までのサンプリングがUVです。36,000 36,000 /36,000 200,000

� �のþÿと�ÿで#$WXXYをðñすることがUVです。

2. 1]�に、[$されたW\での#$

1]�り��2�のW\[$で、 �までのサンプリングがUVです。65 ,000

3. [ $された]^�での#$

� � ]XXYで、 �のサンプリングがUVです。100 1,000

%&'* アドイン��Wの��

oプログラムはExcelrのアドインとしてsPし
ます。Excelrからoアドインをtsすると、Ex
celシートrに、このウインドウがuわれます。
ファンクション,��レンジ,���*,/0+,
Wを"�し「START」ボタンをクリックすると��
を��します。

W32-R8340MIG Max20ch W32-R8340MIG80 Max80chで ��/ で ��

W32-R8340MIG Max10ch W32-R8340MIG80 Max40chで ��/ で ��

W32-R8340MIG Max20ch W32-R8340MIG80 Max80chで ��/ で ��
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%&GH�
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���からデータの/0を��します。

「PAUSE」ボタンを�に�してから、「START」

ボタンを�すとスポット����モードになり、

「SPOT」ボタンによるスポット��がfMにな

ります。

���は「��」、ポーズ�は「��」、���

は「��」となります。

��ファンクションを"�します。

・����

・���;����

・����

・�������

・�� ¡���

��レンジをAUTO/MANUALで¦§えます。

AUTOのﾁｪｯｸを¬すとレンジGH�テキスト

ボックスがuれますからレンジをキーボードか

らGHします。®¯な°をGHする45はあ

りません。GHされた°に³´µい１つrの

レンジに"�されます。

��に��する��をGHします。¹º1,000Vまで
です。 ただし、スキャナを��するÀÁ、リレーカード
の¹º��ÃÄよりÅい��に"�しないようにごÇ
Èください。

トリガËÌを"�します。

「ÍÎ」は、 をFREE RUNÑÒで��します。8340

Öし、����が「10PLC*4」「10PLC*8」「10PLC*16」

の�は、「ÍÎ」の"�はできませんので、「パソコン」

または「¬ÎÝÞ」に"�してßさい。 「パソコン」は、

HOLD MODEの��となり、&�した���*âにパ

ソコンからトリガをかけます。 「¬ÎÝÞ」は、 HOLD

MODEの��となり、���のリアーパネルの「TRIG

GER INPUT」のçèによりトリガがかかります。

データの/0を³���します。もう³éｸﾘｯｸすると、

/0をë�します。

データの/0を�ìします。

����を"�します。

・2ms ・ 1PLC ・ 5PLC

・10PLC ・ 10PLC*4 ・ 10PLC*8

・10PLC*16

「PAUSE」�、ñ¡となり、ｸﾘｯｸするâにデータを/り

0みます。 スポットモードでは、データのサンプリング

に��します。

シーケンスsPを に"�します。ON

ßQをôõください。

ßQをôõßさい。

スキャナを��した��のÀÁ、 に"�します。ON

öページをôõください。

8340 GP-IBに"�した アドレスとIじ°を"�します。 GHしたúての��ËÌの「ûü」「ýþ」をZな
います。

GP-IBでÿ�した¬Î���のデータをI�に
/0む�にチェックを8けます。

<の=>
��の����は、#$7のマニュアルを��2さい。

��データをExcelシートへGHする�の

� を&�します。

�����／��������のパラメータを"

�するÀÁにチェックを8けます。 チェックが8い

ていると、��ファンクションに
�なく、「パラメー

タGH」へGHした°が���に"�されます。

���の���°を"�します。

��の��を"�します。

���さをGHします。

��������,をGHします。

��������,をGHします。

GHアンプのゲインを"�します。

トリガ・ディレー��をGHします。

オートレンジ・ディレー��をGHします。

����\にディスチャージ/チャージ��をZい

たいときにチェックします。 チャージは����°

でZわれます。この��は����\に１+だけ�

Zされます。 シーケンスsPが ONのÀÁは��さ

れません。ディスチャージとチャージの��を１�から

1800�の�でGHしてください。

��のÀÁは、スキップします。

Ç)o�Mをñ¡にするためには、ß�のÇÈ[�

をôõください。

����を�う。


ページ��

※1

※2

※3

※1
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「スキャナ��」が のÀÁ、 だけを、OFF 8340A

ディスチャージモードにします。もう³éクリック

すると、メジャーモードに�ります。

「スキャナ��」が のÀÁ、アクチュエータ��ON

なら、��するアクチュエータチャンネルをúてON

にした%、ディスチャージモードになります。もう³é、

クリックすると、メジャーモードになり、アクチュエータは

úて になります。OFF

マルチプレクサが のÀÁだけñ¡です。72101J

"���を#$する�Mです。

%&のチャージ��の�'にß&のチャージが

(;されます。

コンデンサのÄな*+のºきな��のチャージ

��#$にñ¡です。

����が ,ßのÀÁは、�Mしません。30V

����が ,ßのÀÁ、 で２�100V 30V/300mA

�のチャージが�'に(;されます。

����が ,rのÀÁ、 で２�100V 30V/300mA

�チャージと、 で ��のチャージが100V/100mA 3

�'に(;されます。

ú��を./%、Xs0にディスチャージ

をZいます。

Ç)o�Mをñ¡にするためには、ß�の

ÇÈ[�をôõください。

W32-R8340MIG80だけでサポートされます。

W32-R8340MIG80だけでサポート
されます。

オートレンジレベルを"�します。

º*+のコンデンサの��をZうための�Mです。
��\のコンデンサの"�をXs0にZったり、
��%のコンデンサの3�をXs0にZいます。
45は、 ～ ページをôõください。20 23
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「�4��」にチェックを�けると、õ��が��され、�4��を��することができます。�Wに���4を にします。ON

ï ���を	�にすると、��スケーリングモードになります。)

PQのタイトルをGHします。

X Min8の °をGHします。

X Max8の °をGHします。

Y8の °をGHします。Min

Y8の ax°をGHします。M

X8のラベルをGHします。

Y8のラベルをGHします。

Y89:を&,�;します。

Y LOG8を で�;します。

PQ<=とするデータ,を

GHします。

グラフをデータGHシートr

にP>します。

チェックが?いÀÁは、グラフ

シートを@AにP>します。

ワークシート�への�4!

グラフシートへの�4!

4/25

シーケンスC&の=>※2

r&の「シーケンスsP」にチェックを8けるとBC�が�;されますから
プログラム´èを"�し、sPËÌをD�にGHします。
・プログラム´è「０」は、サポートしません。
・シーケンス・プログラムの45FGは、���8Hのマニュアルをôõßさい。
・「 」「 」のsPは、 のマニュアルには&KされていないLXORIG.1 ORIG.2 8340A
のsPです。 だけでサポートされています。W32-R8340MIG80
%N ページôõください。( 8 )
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ストレスEFHJKのLENO>,.※4

「i%jチェック」は、#$g#yのWXに�vが$%&îしたため、 に%jリミッタが��し��%&がダウンしていないかを8340A

チェックする6Vです。

この6Vは、スキャナ��の��の「#$��#yのWXは、hにストレス%&をefする」にチェックを�けた�uにô*になります。

「i%jチェック」にチェックを�けると��されるi%jチェック+,のテキストボックスをダブルクリックすると��されます。

ここには、i%jチェックWに#$した/をLKして、i%j��ô²の.�をするための.$/を��します。

����しKアクチュエータが/み1まれたシステムでのみô*に6Vします。

ストレス���;�、 に<し�P0にQ��チェックをZいます。ここでの、Q��とは、 の��リミットSTをÈUします。8340A 8340A

Q��をVþすると、���の��をZ々にスキャンし#\した��をサーチします。 #\した��を]つけると、アクチュエータにより、

その��は��+_から¦り`されます。 し かし、#\にいたらなくても、b,の��のcdegú�としてQ��がSTしたÀÁ、

チャンネルfにD��を�Lに��しても、Q��ST5gとなった��を]つけることができません。 そのようなことをhぐため、

ここでk�°をGHし、k�°を¬れた��も#\とkìし、��+_から¦り`されます。����では、r°だけをGHします。

����では、ß°だけをGHします。ここのGHが��のÀÁ、l�として、スキャナËÌ"�C�のDチャンネルfにGHした

�� のGH°がk�°として��されます。Hi/Lo

ここで、#\とkìされて¦り`された��のmpは、uq��°のGHシートの つ%ろのシートにGHされます。1

そのシートへのmpのGH�9は、 st7�9 uQ�� vwÁxg チャンネル´è です。” ”,” ”,” ”,” ”

また、その�、k�°¬れにより#\とkìされた��°は、öの���には��はZわれませんが、そのセル zへ��°としてGH

されます。デッドショートのÀÁは、öの��{|セル zへは とGHされます。Short

Ç)

8340A 8340AのQ��チェックは、 り��リミットSTをチェックするだけで、��への��は�に�;されたÑÒですが、Q��が

��されたÀÁ、#\した��をサーチするプロセスにはいると、まず、アクチュエータのúチャンネルを にして、ú��の��OFF

�;を�ìします。そして、Dチャンネルâに�´に��を�;し、かつ、��をZい��の#\をÑ�を�べます。

その%、ú��I�に�の��が�;され、��が��されます。

��の��0な#\がSTしなくても、
ここに°をGHすると、この��を¬れ
た��を#\とkìします。
もし、この�が��のÀÁは、BQの
��Lo/Hiり�にGHがñれば、
このGH°を#\のkìに��します。
このBQのGHも��のÀÁは、
��0な#\だけがVþの<=になります。
「Q��チェック」にチェックを8けていない
ÀÁでも、スキャニング���\のQ��
チェック�のk�には��されますから、
ごÇÈください。

%&

2iWX

Ch0 Ch0
Ch1 Ch1

Ch2 Ch2... ...

Ch3 Ch3

スキャニング�� スキャニング��

Q��チェック �P0
Q��チェック

�P0Q��チェックで、��リミッタをVþし、そのxg
となった��をVþし、アクチュエータにより¦り`し、��
リミッタSTを��する。
デットショートではなく、k�°¬れにより#\とkìしたÀÁは、
その��°がöの��{|のセルにGHされる。
デッドショートのÀÁは、öの��{|のセル zへは「Short」が
GHされる。

ストレス%&efを3う��gのi%jチェック÷ø

★
46

��リミットST
で��ダウン

#\��を¦り`し、
�の��に�す。

#\��をVþすると、
��°GHシートの つ%ろのシートに、1
そのmpがリアルタイムにGHされます。
Bから
78�9、uQ��、u=[�、チャンネル´è

#$%& #$%&ストレス%&
ストレス%&



スキャナの=>(1/2)

��に��するチャンネルにチェックを8けます。

「��1」「��2 」「��3」「��4」)
「��5」でヘッダmpとしてExcel
シートにGHする�9にチェックを8け
ます。

スキャナの0$は�� 0チャンネル チャンネル まで0$がUVです。しかし、スキャナ に「 が78されている9^により8 (20 ) 7210 72101J]

��チャンネルが:まります。

�'チャンネルの"�°を�;�のúての
チャンネルにコピーします。 た だし、リレー
´èの�はコピーから�¬されます。

「�の"�」で「�;� 」に"�した� が
�;されます。

��と��の�は、OPERATEをOFFにするか、OPERATEをONにして��を�;し�けるかの��をZないます。チェックを8けたÀÁは、��と��の�、

�;し�ける��°をBの�にGHします。 このストレス��°は、��に��する����°とは f��です。 ��¦§え�アクチュエータ ß&チェック( )

を��すると、マイナスの��がGHfMとなります。

マルチプレクサのリレーを¦り§え�は、³�0

にOPERATEをOFFにします。 チェックを¬すと、

OPERATEがONのまま、リレー¦り§えをZいます。

Å��þH�は、リレーが��するÀÁがあります

ので4ずチェックを8けてください。

①

①

②

②

③

③

④

④ ��チャンネルを¦り§えた%、そのチャンネルの����までの ¡��をGHします。

ú��チャンネルの��{|の¢Ák�を シートにGHするÀÁはチェックを8けます。Excel

「A£ 」と「�� 」のËÌGHの¦§をLo/Hi Lo/Hi

Zないます。

「A£ 」のÀÁ、k�°のß¤とr¤Lo/Hi

をGHします。ここでのA£°を¬れた��

°は シートに��でGHされます。Excel

「�� 」のÀÁ、この��°を&�+,Lo/Hi

¥�して��°が¬れると、その��は��

+_から¦り`されます。アクチュエータが¦

§されていないÀÁは、メッセージを�;し、

��を³���し¨�ÑÒになります。

もし、��の�があるÀÁ、その�のk�は

?©されます。

また、ここでのGH°の� は「�の"�」で

"�した「�;� 」になります。

r&でGHしたストレス��がª��/«��かにより、 と��とのÿ�の��をアクチュエータリレーで¦り§えます。また、��を¬するため8340

のリレー´èをGHします。��¦§え�のアクチュエータリレーカードが®¯されていないÀÁはチェックを8けないでください。チェックが8いていな

いÀÁは��の¬はZなわれず、����とI��の��が�;されます。

この「 」rをダブルクリックすると、³´rのリレー´èを�'にしてß±²に¥�´èとしてSCAN

Xs0にGHしなおします。

vwÁ��をXs¦`しするアクチュエータを��するÀÁにチェックを8けます。 ま た、この

「 」rをダブルクリックすると、³´rのリレー´èを�'にしてß±²に¥�´èとしてACTU

Xs0にGHしなおします。

��fにアクチュエータのチャンネル´è をGHします。(72102A/C)

��fにマルチプレクサのチャンネル´è をGHします。(72101J)

この�のマルチプレクサ の´Kされている の アドレスを"�します。10ch 7210 GPIB

この アドレスは、Dタブシートの âに"�します。b,のタブシートにIじ アドレスGPIB 10ch GPIB

の"�がfMですが、タブシートをまたいでv¥�にIじアドレスを"�することはできません。

また、ここでの アドレスは、�の の アドレスとµbしての"�がfMです。GPIB 7210 GPIB

この�のアクチュエータ の´Kされている の アドレスを"�します。10ch 7210 GPIB

この アドレスは、Dタブシートの âに"�します。b,のタブシートにIじ アドレスGPIB 10ch GPIB

の"�がfMです。

また、ここでの アドレスは、�の の アドレスとµbしての"�がfMです。GPIB 7210 GPIB

ストレス��の��¦§え�のアクチュエータのチャンネル´èをGHします。ª «のDストレス/

��þH�のÿ�チャンネルをそれぞれGHします。

ストレス��の��¦§え�アクチュエータを´Kした の アドレスを"�します。7210 GPIB
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��の�、アクチュエータのúチャンネルをON

にしたÑÒで、マルチプレクサだけを¦り§えて

��します。チェックが?いÀÁは、マルチプレ

クサとIじチャンネルだけを にして��します。ON

まず、LKするチャンネルグループ(10ch<=)をダブ

ルクリックしてONにしてください。

この>)をダブルクリックすると10Chを1グループとし

て、タブシート?にZ@してON/OFFを0$できます。

AチャンネルをOFFにすると、グループがOFFになります。



#$ #$ #$

��%&

ON

OFF

Ch-1 Ch-2 Ch-3

「リレー�
�、#$
��までのBCWX」

#$

#$

#$

#$

#$

#$

#$

#$

#$

・シーケンス�� のWOFF

ト リガBCWX

・シーケンス�� のWON

チ ャージWX

スキャンGH スキャンIJ

・#$��#yのWXは、%&をe
fしない。
・リレー�
W、オペレートをZWOFF
する。

・#$��#yのWXは、hに%&
をefする。
・リレー�
W、オペレートをZWOFF
する。

・#$��#yのWXは、%&をe
fしない。
・オペレートを のまま、リレー�
ON
を�う。

・#$��#yのWXは、hに%&
をefする。
・オペレートを のまま、リレー�
ON
を�う。

��%&

��%&

��%&

ON

ON

ON

OFF

OFF

OFF

Z9EFタイミングチャート

シーケンス��

の�uON

スキャナの=>(2/2)

��ËÌにÁ·した��をVþし、����の

メッセージを�;している�þH��を のままON

û¸する45があるÀÁ、チェックを8けます。

Xs¦`し�アクチュエータを��しないÀÁ

にだけ�¹されます。

このボタンを にして、「�� 」「�� 」の��°A£をGHします。ON Lo Hi

��°がここでGHした��を¬れると、その��は��+_からXs0に¦`されて��が��されます。

Xs¦`し�アクチュエータがºみ0まれていないÀÁは、vwÁ��´èを�;して��が³���します。

また、 ページの「ストレス���;�のk�ËÌ」が��のÀÁは、ここでGHされている°が��されます。4

��ËÌが、ここでの°を¥�してÁ·したÀÁにだけ、その��が��から�¬されます。
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��ËÌとして、���� "���/3���を�����、 シートにGHします。ただし、シーケンスsPの「 」が��されたÀÁだけです。/ Excel ORIG.1

SPOT ( PAUSE START )��のÀÁ を�した%、 を�す

SPOTâ+��を/り»えながら、 ボタンにより��を�Zする�にチェックを8けます。\+の#\チャンネルWの��¼½がâ+キャンセルされ、

úチャンネルの��をZいます。��のリトライなどにも��できます。

チェックが?いÀÁは、\+の��で#\チャンネルとなったチャンネルは、öからスキップします。

���;�%のラッシュ��を+¾するために��します。シーケンスsP「 」を��した�だけ、��されます。ORG.1

"���%、ここで&�した��uQ%の��°で��リミットSTを��します。

#\チャンネルをVþしたとき、 シートにGHするメッセージをXYにGHしてください。Excel

10 ExcelチャンネルのDグループâに、��をスキップするチャンネルも シートに��を�ûします。

チェックを8けないと、��をスキップするチャンネルは¿めて、��°を シートにGHします。Excel

①

①

②

②

③

③

④

④

⑤

⑤

この>)は、

だけの6Vです。W32-R8340MIG80

ï 23①から⑤の6Vは、コンデンサのリーク%j#$を·$した6Vで、 でサポートされます。) W32-R8340MIG80
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シーケンスC&「 」のC&'*ORIG.1

このシーケンス��は、P^チャンネルの¨©ª/を#$する�uのスピードアップを4ることを��としています。

!えば、 チャンネルの¨©ª�vを#$する�u、�チャンネル�に、 ýチャージと#$をRりSすと ýをTしますが、このシーケンス20 60 1200

をLKすると、 ýチャージはAチャンネル�Wに�い、その�、チャンネルごとの#$を�いますから、 ýを ýVWまで4Xできます。60 1200 70

スキャナをLKしての#$の�uだけ、「 」をcdしてください。スキャナをLKしない�uは、プログラム��「 」をcdしてください。ORIG.1 1

「 」のシーケンス��は、 õYのZ[6Vではなく、õソフト]による6Vです。ORIG.1 8340A

コンデンサの#$の��4は、１ ページを��ください。8

チャージ�� "���( )

をGHします。

このモードでは、 の8340

パネルに の�;Charge

はされません。

をÁ¸してOPERATE-ON

チャージsPをZいます。

ディスチャージ�� 3���( )

をGHします。

,ßをGHすると、0.005

ディスチャージはZわれません。

「 」を��すると、Xs0に、この ÂÃにORIG.1 2

チェックが8きます。

このチェックを��することはできません。

��シーケンス

チャージ��

チャージ��

ディスチャージ��

リレー¦§%、

��sPまでの

ディレー��

トリガ ¡ ����にÄüする

����

��データ

/り0み��

CH-1の�� CH-2の��

OPERATE ON
OPERATE ON

OPERATE OFF

ストレス���;

のÀÁは、��°

をÅÆ。

ï õ6Vは だけでサポートされています。) W32-R8340MIG80

「%jリミットn�のBC」につてい 24( (A))

コンデンサの"���ÇÈ コンデンサの"���ÇÈ

���°

���°

��

��

���;

���;

【ahの#$】 【%jリミットn�BCを0$した#$】

8340Aの³�0に���がSTし、

ソフトが、その���をÉÊし、

��を�ìする。

³�0にSTする���も、

Ë�とk�する。

 ¡��の�にSTした���は、

キャンセルし、 ¡��%の���だけが

Vþされる。

 ¡��は、コンデンサの*+によりËなるため、

ユーザ¤で�ZÍÎにより�ªな��を"�

する45があります。

³Ï0なcdÐÑに��するために、oソフトは³�0にSTするQ�� ��� もVþできるようにÒPされております。( )

しかし、コンデンサのように���;�にSTするラッシュ��によるQ��もVþし、��を�ìします。

このラッシュ��による���ìがvÓÁなÀÁは、「��リミットVþの ¡」に�¦な ¡��を"�することにより、+¾することができます。

A

A
A

オペレート の%、 の��を¨った%、Q����をZいます。ON ”A”

アクチュエータを´Kしていないシステムでは、Q��のSTを��すると、

ÔÕを�;��します。

アクチュエータを´KしているÀÁは、そのxgの��をXs0にVþし、

�¬した%、��を��します。

��レンジが、 に"�AUTO-RANGE

されている�、���\に、³Ö、20mA

AUTO-RANGEレンジに"�し、その%、

に�してから、��をZいます。

��レンジが、 ではないÀÁ、AUTO

この"�は?©されます。
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シーケンスC&「 」のC&'*ORIG.2

このシーケンス��は、P^チャンネルの�´µのコンデンサのcれ%jを#$する�uのスピードアップを4ることを��としています。

#�の�uのd%¨eî、d%%jによるf.$�g、h%ijのkOîなどがlmされています。100V

スキャナをLKしての#$の�uだけ、「 」をcdしてください。また、��4は、１ ページを��ください。ORIG.2 8

スキャナをLKしない�uは、プログラム��「 」をcdしてください。1

「 」のシーケンス��は、 õYのZ[6Vではなく、õソフト]による6Vです。ORIG.2 8340A

¨%&/�´µのレベルによっては、#$ができない�uがありますからごïpください。

チャージ�� "��� をGHします。( )

,rで��をZうÀÁ、まず、100V

で２�"�し、30V/300mA 100V/100mA

で３�"�し、その%、����に"�し、

ここでGHした��の"�をZいます。

このモードでは、 のパネルに の8340 Charge

�;は¹Øの５��だけです。

その%は��モードで をOPERATE-ON

Á¸してチャージsPをZいます。

45のプロセスはß&Qをôõください。

ディスチャージ�� 3��� をGHします。( )

,rの��では、��を まで、200V 100V

ゆっくりßげながら3�し、 から の100V 8340A

ディスチャージモードへÜZします。

「 」を��すると、Xs0に、この ÂÃにORIG.2 2

チェックが8きます。

このチェックを��することはできません。

チャージ、ディスチャージのそれぞれの��にチェックを�けない�uの��シーケンス
チャージWX

qeチャージ

リレー¦§%、

��sPまでの

ディレー��

トリガ ¡ ����にÄüする

����
��データ

/り0み��

ï õ6Vは だけでサポートされています。) W32-R8340MIG80

200V,rの��のÀÁは、ここの��âに
��をダウンしながら、100Vになるまで、
スローで3�します。

%&

WX

30Vまで、

ýX で2 300mA

チャージ

��%&まで、

でチャージ10mA

100Vまで、

ýX で3 100mA

チャージ

50Vダウン

50Vダウン

50Vダウン

ディスチャージ

ディス
チャージ
WX

スローh%のWX
CH-1の�� CH-2の��

Q��チェック

��レンジが、 に"�AUTO-RANGE

されている�、���\に、³Ö、20mA

AUTO-RANGEレンジに"�し、その%、

に�してから、��をZいます。

��レンジが、 ではないÀÁ、AUTO

この"�は?©されます。

��レンジが のÀÁ、��を１+AUTO

Zい、その��°は?©し、öの��

は、Ø+の��°が��できるレンジに

Ý�し��をZい、その��°をÞ�

します。

Ø+の��は、ß&の(AUTO 20mA

の"�にßじてZわれます。START)

コンデンサの��をZうÀÁ、チャージのXsにチェックを8けることをàくおáめします。
�� コンデンサ のチャージ��がâ�できないÀÁは、Xsにチェックを8けます。 の���が��されるまで( ) 8340
の��をパソコンがXs0にã�します。このÀÁのチャージ��は、���が��されてから、������までの
 ¡��をÈUします。��がä�するまでの��をチャージ��としてGHします。 45はöページをôõ( )
Xsにチェックを8けると、¹º¨ち��のGHC�が�;されますから、æ�çい��をGHします。
Xsチャージモードで、この¹º¨ち��をuQしても"�がè/しないÀÁ、ÔÕC�が�;されますから、��するか、�ìするかを&;します。

コンデンサの��をZうÀÁ、ディスチャージのXsにチェックを8けることをàくおáめします。
コンデンサのスロー3�の��は、コンデンサの*+によりºきくËなります。このスロー3�の��に#すぎる��をGHしたÀÁ、コンデンサの3�がèúに
Zわれなかったり、 ,rの����では���にダメージをêえるÀÁもあります。200V
スロー3���がë�0ないÀÁ、Xsにチェックを8けると、このスロー3�の��をパソコンがXs0にã�します。コンデンサのÝÞ��が になるまで、1V
パソコンがXs�ìをZいます。
このÀÁのディスチャージ��は、ÝÞ��が にíîした%のâ�3���になります。 45はöページをôõ1V ( )
Xsにチェックを8けると、¹º¨ち��のGHC�が�;されますから、æ�çい��をGHします。
Xsディスチャージモードで、この¹º¨ち��をuQしても"�がè/しないÀÁ、ÔÕC�が�;されますから、��するか、�ìするかを&;します。

º*+ , のコンデンサのÀÁ、�ïに Ω\%のûñ��をÿ�して��してください。 の��GHÝÞにダメージをêえることをh�するためです。ï) ( 100uF) 10k 8340

※1

※1

※2

※2



d%%& �v コンデンサ Ωtu©ª ４wの�u410V, (300uF + 10K ) *

�`aコンデンサの#$の「eCチャージ」と「eCディスチャージ」のC&

��d%WX

(PC )]で|j

fed%

コ
ン

デ
ン

サ
の
}
~

%
&

8
3
4
0
の
d
h

%
%

j

d%WX �pキー��( )

#$までのBCWX

��h%WX (PC )]で|j

h%WX �pキー��( )
h%のº�WX#$��

d% h%

ここでは、�38sec ここでは、�95sec
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i>jkklでのn>,.69:o

���からデータの/0を��します。

「PAUSE」ボタンを�に�してから、「START」

ボタンを�すとスポット����モードになり、

「SPOT」ボタンによるスポット��がfMにな

ります。

���は「��」、ポーズ�は「��」、���

は「��」となります。

データを/0む+,を&�します。Öし、「STOP」

ボタンでいつでも�ìできます。また、ôもGHさ

れていないときは、 +と�õされます。1

GHできる¹º+,は、200,000+です。

データを/0む���*を�の� でGHします。

ここでGHした��と�öの���*では÷øの

ùËがSTします。

ôもGHが?いÀÁやゼロがGHされたÀÁは、

¹üでデータを/り0みます。

GHできる¹º��は、36 00�です。,0

データの/0を³���します。もう³éｸﾘｯｸすると、

/0をë�します。

データの/0を��します。

���、�ý��が2�,rの�、サンプリングまで

のþり��をカウントダウンします。

「PAUSE」�、ñ¡となり、ｸﾘｯｸするâにデータを/り

0みます。 スポットモードでは、データのサンプリング

に��します。

��./までのþり+,が�;されます。

データに78�9を8;します。

データのGHとÿにシートをスクロールします。

¹Øのデータ/0�、���9�Wのヘッダを8;
します。

����からのuQ��を8;します。

p>jqでのn>,.69:o

���からデータの/0を��します。

���は「��」、���は「��」となります。

データの/0を��します。

öの��78が�;されます。

öの���9が�;されます。

���9をGHします。

「 」は、 から の��でGHします。h 0 23

「 」「 」は、 から の��でGHします。m s 0 59

17に2+��をZなうÀÁにチェックを

8けます。

��スタートとI�にØP��をZなう

45があるÀÁにチェックを8けます。

8340のQ��のSTを�P0に��するÀÁは

チェックを8け、���PをGHします。

テキストボックスに から の��でGHします。10 3600

この�Mは、ストレス��を�;しているÀÁに�

Mします。

Q��のk�は、��リミット,¬に、��°でのk�

でもfMです。 �Pのテキストボックスをダブルクリック

してください。 %&ôõ( )

・アクチュエータをºみ0んでいないÀÁ、Q��の

STが��されたÀÁは、��を��し、��/�ì

の��C�が�;されます。

・Xs¦`しアクチュエータをºみ0んでいるÀÁは、

vwÁ��を¦`し、��は��されます。

45は ページの※ をôõください。4 4

��を./する78をGHします。

ここでGHした78の&��9の��を./すると

úての��をè/します。

Xsûü�Mを にします。ON

��./ごとに、uqの ブックのr�きûüExcel

をXs0に�Zします。

Step1 Step2に�いて、 でのËÌでの/0をZなう

ÀÁはチェックを8けます。

��°が にGHされるâに をr�きûüExcel Book

します。
スタートボタンをクリック%、�öに��が��

されるまでの ¡��をGHします。

ここをダブルクリックするし���*のGH

� を�� ��で¦§えることができます。/ /

このテキストボックスには、Q��チェックの�PをGHします。

こテキストボックスをダブルクリックすると、Q��k��の��°GHC�が�;されます。

Q��は、� 、 の��リミットSTのñ?でZいますが、��°の°によってQ��8340A

のk�をZうこともできます。このテキストボックスをダブルクリックすると、Q��をk�するため

��°の *��を&�できます。この *��を¬れると、Q��とk�され、Xs0に��

から�¬されます。ただし、この�Mは、アクチュエータをºみ0んだシステムのみの�Mです。

45は ページの※ をôõください。4 4

r&のFGをôõください。 r&のFGをôõください。

����%、öの��¨ちのとき、��に��をZい

たい�クリックします。
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p>rsklでのn>,.69

n>tを に69した�Excel

データの/0を��します。

öの��78が�;されます。

öの���9が�;されます。

���からデータの/0を��します。

���は「��」、���は「��」となります。

Xsûü�Mを にします。ON

��./ごとに、uqの ブックのr�きûüExcel

をXs0に�Zします。

���*の7,をGHします。

1から30の��でGHします。

「 」ボタンをクリックすると、�ちにSTART

Ø+の��をZい、öの��7には、

Ø+とIじ�9に��がZなわれます。

��+,をGHします。

1から1000の��でGHします。

スキャナ}しでのn>~��

スキャナを��したn>~��

��をGHすると、����gシートの�カーソル=�から2÷�へ#$データの��が�われます。

また、ストレス%&ef��のi%jチェックでstuをn�した�vは、その]Wと�v��が に��されます。��されるシートは、#$データをExcel

��するシートの1つ�ろのシートになります。もし、そのシートが²い�uは、���に�9されます。

\NのFGをôõください。

\NのFGをôõください。

����%、öの��¨ちのとき、��に��をZい

たい�クリックします。
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��n>� マルチメータ� の=>:o( )

¬Î���とはGP-IBでパソコンとÿ�されている45があります。(ßQ)
¬Î���から�られてくるデータのフォーマットは、ASCIIであり、b,のデータのÀÁ(Max10Z)、データ�はコンマで
¦られている45が
あります。
Ç)¬Î���からのデータ/り0みは、úての���との çをû�するものではありません。

もし、¬Î���からデータを�け/る�、クエリーコマンドを[\に�çする45がある�、ここに�çする
クエリコマンドをGHします。ほとんどのÀÁ、��でOKです。
もし、マルチメータがSCPIコマンドß�のものでしたら、ß&のコマンドのどれかが��されます。
:READ?       :FETCH?     :MEAS?

¬Î���のデータ�ç�にトリガが45な�、チェックをつけます。

¬Î���のGP-IBアドレスを"�します。

�り0んだデータに、ß&�VをZった%、ExcelへGHします。

ExcelへのGH° = ( ���データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへGHする[�をここにGHします。

��のÀÁ、「¬Î���」がGHされます。

����\に、���に�çするコマンドがあるÀÁは、ここにGHします。 ファンクションやレンジ¦§えのコマンド
をGHします。 �は��です。

���のデリミタを"�します。 �は、LF+EOIです。

「GET」,「"*TRG"」,「�Èコマンド」からトリガの±�を��します。
�は、「GET」の��をします。

「�Èコマンド」を��したÀÁは、トリガコマンドをテキストボックスにGHします。

¬Î���のデータに�V��をZうときにチェックします。 b,のデータが�çされたÀÁは、そのúての
データに、ß&にGHした�VがZわれます。

¬Î���のデータを,°として�うか、��として�うかの"�をZいます。
�は「,°データ」に"�します。

¬Î���からb,のデータが�çされるÀÁ、データの
¦り��を&�します。
³Ï0には「コンマ」が��されます。

GP-IB

３．９９９
8340A 7210

y>#$7

��が��した#$の��:o

8340のi%jをn�して、��がqrした�u

#$/が��qr��にu�して、��がqrした�u

8340のQ��をVþして��が��すると、%C�を�;して��が��します。

このÀÁどのチャンネルの��が#\ÑÒにあるのかパソコン¤で�fできないため、もし、「����」を

するÀÁは、ユーザ¤で#\した��を��し、そのチャンネルの��を/�り、�つ��チャンネルの

チェックを¬してから「����」をクリックしてください。 「 ���*��」のÀÁは、「����」をクリック

するとuQ��を¨たずに��に¹Øの��をZいます。

「����」のÀÁ、@しい��に8け»えて「����」をクリックすることもfMです。

「���ì」をクリックすると�ちに��を./します。

[\にGHした��ËÌにÁ·して��をVþして��が��すると、%C�を�;して��が�

�します。 C�には、��ËÌにÁ·した��のチャンネル´èが�しされます。

もし、��を��するÀÁ、そのチャンネルの��を/�った%「 」をクリックしてください。その%のOK

��ではここで�;されたチャンネルの��は�¬されます。 「 ���*��」のÀÁは、「 」をクOK

リックするとuQ��を¨たずに��に��をZいます。

「キャンセル」をクリックすると�ちに��を./します。

ï stu�vの����しKアクチュエータ が/み1まれていない�uにのみk�されます。) (72102A/C)
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8340

A Input

Lo

Lo

GUARD

G DN

Vsource

Hi Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

GRD

GRD

GRD

GRD

GRD

Hi

Lo

JP2

JP4

JP3

JP8

JP20

JP1

JP5
JP6

JP7

JP19

JP21

JP22

JP23

JP24

JP30

72101J

Ch-1

Ch-2

Ch-3

Ch-9

Ch-0

DUT

DUT

DUT

DUT

DUT

GUARD

20

21

22

23

A

A

A

A

B

B

B

B
トライアキシャル
ケーブル

トライアキシャル
ケーブル

Hi(�)

(�)

GUARD(�)

アクチュエータ 2A/C7210

アクチュエータ 2A/C7210

ストレス%&のGH�
K

8340/7210 ~�k ��の @の

COM A

COM B

öの72101J

COM Aの へ

�の72101J

の へLo

hWef%&

でGH�
を

�わない�u。

DRIVING

GRD

DRIVING GRD

stu�v����しK
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n>�kの��

Hi

Lo

Hi

Lo

GRD

GRD

GRD

GRD

GRD

Hi

Lo

Hi

Lo

Hi

Lo

Hi

Lo

+

+

-

-

8340
マルチプレクサ
72101J

アクチュエータ
A/C72102

アクチュエータ
A/C72102

Ch-1

Ch-2

Ch-3

Ch-9

Ch-0

8340/7210 ~�k の����

A
DUT

DUT

DUT

DUT

DUT

Input

Lo

GUARD
GUARD

G DN

Vsource

20

21

22

23

ストレス%&の

GH�
K

20,23 ONを で

OGH%&

を で21,22 ON

QGH%&が

efされます。

#$Wだけ します。CLOSE

ahは しています。CLOSE

#$Wに します。OPEN

7210リアー��

72102A

72101J 72101J

LoÝÞ LoÝÞ

stu�vの

����しK
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��レンジをAUTO/MANUALで¦§えます。
AUTOのﾁｪｯｸを¬すとレンジGH�テキスト
ボックスがuれますからレンジをキーボードか
らGHします。®¯な°をGHする45はあ
りません。GHされた°に³´µい１つrの
レンジに"�されます。

トリガ±�を"�します。
「FREE RUN」は、���もFREE RUNÑÒを
û¸します。
「パソコン」は、����âにパソコンが��
�にトリガを�çします。���はHOLDÑÒ
になります。
「¬Î」は���リアーのトリガリンクÝÞに
IPしてサンプリングをZないます。

��のトリガディレイ��をGHします。
�は、��または「0」をGHします。

スキャナカードを��して��するÀÁに
チェックを8けます。

のÀÁだけの�Mです。W32-2000MPX

サンプリングレートを"�します。
FAST=NPLC 0.01
MID=NPLC 1
SLOW=NPLC 10

アベレージング�MをONにし、そのËÌを"�します。

���o�で"�したGP-IBアドレスとIじ
°を"�します。

��ファンクションを"�します。
DC����, AC����, ��2§
��4§,�é,�Ç,,�Pから��。

��データを�,�Vして、その{|を
ExcelシートにGHします。
ß&C�が�;されますから、�,A,Bと
その�V{|の� をGHしてください。

��°をExcelへGHする�の� を"�し
ます。 「 �°」は、��ファンクションにより
「V」「A」または「Ω」の� でGHします。
「�,�V」をñ¡にしたÀÁは、この
"�は?©されます。

�<°��を にします。ON

��のn>

��のファンクションで「�é」を��します。

��<のタイプを��します。 K, J, T( )

�éの� を��します。 C,F,K( )

アベレージング�MをONにし、そのËÌを
"�します。

サンプリングレートを"�します。
FAST=NPLC 0.01
MID=NPLC 1
SLOW=NPLC 10

��s・��のn>

��のファンクションで「�Ç,」または
「�P」を��します。

��する��レンジを"�します。

GP-IB

３．９９９

y>#$7

8340

7210

KEITHLEY 2000を¡�したn>

KEITHLEY 2000
SCANNER-CARDU

�3の67の#$をAて に0$した�u、#$は23の��で��されます。ON

1. KEITHLEY 2000

2. y>#$7

3. 8340+7210

P^��のÏÐ�Wや%&などの#$を�Kする�uにLKします。

�Wの�u、�� チャンネルの#$が�Kできます。%&の�u、�� チャンネルの#$が�Kできます。9 10
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INPUTSENSE

HI

LO

Model 2000-SCAN Scanner  Card

DUT

DUT

DUT

Model 2000
MultiMeter

Ch-1

Ch-3

Ch-4

Ch-5

Ch-6

Ch-7

Ch-8

Ch-2

４}~#$の��

４}~#$の�u

は、この「 」SENSE

ラインを¼f��

します。

２}~#$の�u

は、この「 」INPUT

だけを��します。

２}~#$の��

２}~#$の��

４}~#$

２}~#$

Model2000-SCAN スキャナカードを��したn>:o

��するチャンネルにだけにチェックを8けます。
��チャンネルは¥�している45はありません。

��ファンクションを"�します。DチャンネルâにËなったファンク
ションの"�がfMです。 た だし、¥�したチャンネルでúてI³
のファンクションに"�するとüいスキャニング��がfMになります。
そのÀÁ、 ��で の��に5する��は� �です。DC 10ch 1.1
1～5 では、４ÝÞ����の��がfMですが、４ÝÞ����をch
��すると、その<になるチャンネルの��はできなくなります。  え
ば、 を４ÝÞ����に"�すると は��できなくなります。ch-2 ch-7

「 リレーカードLK」にチェックを�けると、23��が��されますから、スキャン#$の��を0$します。「リレーカードLK」チェック
が�いた{|から23��を��するためには、Zpチェックをyしてから¡Wチェックを�けます。
�チャンネルの#$ファンクション�のサンプリングレイト やアベレージング、£%�タイプ¤の#$��はþページの(FAST,MID,SLOW)
�ファンクション0$��で¥þに0$しておいてください。

Dチャンネルの��°に�V��をZった%、 へのGHをZうExcel
ÀÁは「�V」にチェックをつけ、「�, 」「�, 」「� 」に�¦な°A B
をGHします。

へのGH° ��° �, �,Excel = ( - B ) * A

スキャナカードの���

スキャナカードにTC-SCANを��するときにチェックを8けます。

TC-SCANでは、CH-1を!���に��するため��に��できません。

１つでも�éを��するチャンネルがあるÀÁ、JUNCTIONを��します。

�は、「CH-1」を��します。

��üéの9ä

Dチャンネルの��ファンクションがËなっているÀÁ、または、��チャンネ

ルに#$けがあるÀÁ、 を�10ch 1.5sec

10ch��するúチャンネルが¥�で、��ファンクションがúてIじÀÁ、 を

� です。0.4sec
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「SHIFT」ボタンを¦した�、「DIGITS」
(GPIB)ボタンを¦します。
23のように「GPIB ON」にして「ENT
ER」ボタンで§$します。

#$7のGP-IBアドレスを�pのアド
レスに0$し「ENTER」ボタンで§$
します。

#$7のラングエッジを「SCPI」に0
$し「ENTER」ボタンで§$します。

① ② ③

Ç) õソフトをLKするþに、¥þに、23の¨�で#$7の「GP-IB ON」、「GP-IBアドレス」、「LANGUEGE  SCPI」に0$
して�いてください。

SCAN スキャナカードを��したn~�の�

8340+7210の#$/ KEITHLEY2000+SCANNERの#$/ y>#$7
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�`aのコンデンサのリークENn>の:o

+

+

-

-

8340

A Input

Lo

Lo

GUARD

G DN

Vsource

Hi Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Hi

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

Lo

GRD

GRD

GRD

GRD

GRD

Hi

Lo

JP2

JP4

JP3

JP8

JP20

JP1

JP5
JP6

JP7

JP19

JP21

JP22

JP23

JP24

JP30

72101J

Ch-1

Ch-2

Ch-3

Ch-9

Ch-0

GUARD

トライアキシャル
ケーブル

トライアキシャル
ケーブル

Hi(�)

(�)

GUARD(�)

アクチュエータ 2A/C7210

8340/7210 ~�kの @

COM A

DRIVING

GRD

DRIVING GRD

stu�v����しK

DUT

DUT

DUT

DUT

DUT

10KΩ

10KΩ

10KΩ

10KΩ

10KΩ

46tu©ª

46tu©ª

46tu©ª

ï この6Vは、「 」のソフトª�だけでサポートされる6Vです。) W32-R8340MIG80

õシステムのõ の��は、$%Yや¨©ª«vの¬HëÍや、マイグレーション��を��

としています。®いまして、#$がUVなコンデンサの¯°に±²があることにïpしてください。

³に、 の%´の´µにµります。8340A

%´´µは、 です。8340A 30V(Max 300mA), 100V(Max 100mA), 1000V(Max 10mA)

を w¶�し、 VWでの��は§·されております。200uF 10 400V

õシステムで�´µのコンデンサのリーク%jëÍを�う�u、¸に、23の¹にïpして2さい。

. コンデンサのブレークダウンによる46%jをº±するため、23の��4のように、�vに1

~�にtu©ªを¶�してください。23では、 Ωの©ªをLKしています。10K

��GHWのチャージWXは»)¼くwってください。2.

�´µのコンデンサに%&をefすると、�きなd%%jがjれるため「 」に%jº±が8340A

��し、d%が½むに®って%jが¿Àし、%jº±がÁÂされます。

%jº±が��している{|ではOhな#$ができませんので、チャージWXIJW¹で、

%jº±がÁÂされているÅTがあります。

!えば、 を w¶�し、 の��を�う�u、 ýから ýVWのチャージWXがÅT200uF 10 400V 40 60

です。

. ¨%&での��IJ�の��h%6Vをk�に0$してください。3

¨%&で�´µのコンデンサの��を�った�、そのままh�すると、Æ%のÇÈがあるため、

���の��h%ijを�ってください。

õソフトの���のh%ijの��をk�に0$するÅTがあります。

また、ソフトによる¨�É�でh%する6VもKpされています。

●

●

●
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º*+コンデンサの��は、「���*��」を��して��を��してください。

���、��に�に³�の��を�;し�けるためには、

マルチプレクサには、 タイプを��し、4ず、ß&の�972101J

にチェックを8けてください。

8340A ONのþHを にÁ¸したまま、Dチャンネルの

��を��します。

チェックを¬すと、チャンネル¦§え�、³Ö、 の8340A

þHを して¦§えをZいます。OFF

アクチュエータリレーをºみ0んだシステムのÀÁは、

ú��チャンネルを にしたÑÒで、DチャンネルON

の��をZいます。

チェックを¬すと、��するチャンネルだけを にしてON

��をZいます。

��をZっていない��&でも、��にストレス��を

�;しつづけます。����とストレス��がIじÀÁ

は、ここに����とIじ��°をGHします。

1.「jkkln>」をª«してください。

2.��K、�³にi>EFをHJし´ける:o

「ú��\のチャージ/ディスチャージ��」にチェックを8けます。

ディスチャージ��は、��にします。 ディスチャージはスキップします。( )

チャージ��に�¦な��をGHします。 �から �(éが9äです。40 60

チャージ��Íに の ��� が4ず��される45があります。8340A LIMIT( )

����が を)えるÀÁ、チャージ��を#$するために「;ü"�」にチェックを8けます。100V

「;ü"�」にチェックを8けると、チャージ��の\に ��の;ü"�の��が*Gされます。5

この;ü"�により、チャージ��を, �µく#$できるÀÁがあります。10

300mA/30V
2でチャージ ý

100mA/100V
でチャージ ý3

��%&
で[$WXチャージ
10mA

fed%ON

fed%ON

fed%OFF

fed%OFF

%j

%&

WX

WX

#$UV

#$UV

3.n>�に、·¸に¹いチャージjkを=>してください。
���は、 を"�します。300mA

GHアンプゲインは、「 」を"�します。10000

fed%,X

30Vまで、

ýX でチャージ2 300mA

��%&まで、

でチャージ10mA

100Vまで、

ýX でチャージ3 100mA

��にチェックを�けない�uの��シーケンス

コンデンサの��をZうÀÁ、チャージのXsにチェックを8ける
ことをàくおáめします。
�� コンデンサ のチャージ��がâ�できないÀÁは、Xsに( )
チェックを8けます。 の���が��されるまでの��を8340
パソコンがXs0にã�します。
このÀÁのチャージ��は、���が��されてから、��
����までの ¡��をÈUします。��がä�するまでの
��をチャージ��としてGHします。 45はöページをôõ( )
Xsにチェックを8けると、¹º¨ち��のGHC�が�;され
ますから、æ�çい��をGHします。
Xsチャージモードで、この¹º¨ち��をuQしても"�がè
/しないÀÁ、ÔÕC�が�;されますから、��するか、�ì
するかを&;します。
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4.��º»¼、�³のE½をeC¾にディスチャージして¿さい。

��./%、��に�,を"�したままにしますと、É�Wの-.がありますから、

��./%、Xs0にディスチャージするようにしてください。

また、 ,rの��をZった%、��に�,がþったÑÒで のþHを に200V 8340A OFF

すると、��¤から に��が�;され、 がX/ûñのためÔpブザーを8340A 8340A

ならします。このブザー0がSTすると、 çが1ìされ、 çエラーがSTします。GPIB

このÀÁは、ディスチャージとÿに、「スロー3�」にチェックをつけ、��をGHしてください。

Ç)

8340Ao�Mは、 のMHの��Íで、Xs3�をアシストするための�Mですが、úての��

において、èúなXs3�をû�するものではありません。

��の*+のºきさや����によっては、èúな3�をできないÀÁもあります。

��./%の、Xsディスチャージにチェックを8けます。

ディスチャージの��をGHします。

����が ,rのÀÁは、「スロー3�」にチェックを8けます。200V

スロー3�にチェックを8けた%、その��をGHします。����が200V,rのÀÁは、
50Vづつ��をダウンし、150V,ßになるまで�けます。��の�,がその��で、2し
づつ8340Aに3い0まれディスチャージします。この��でのディスチャージ��がè/
するのを¨ち、öの50Vダウンの��にÜZします。
D��でのディスチャージの¨ち��を、ここのテキストボックスへGHします。
 えば、��ú*+が200uF(éで、400Vの����のÀÁは、�1�。
��ú*+が2000uF(éで、400Vの����のÀÁは、�6�(éです。
この��が#すぎると、8340AのÔpブザーが4り、パソコンとの çエラーがSTし、
��の3�がè/しません。
�ZÍÎで、ª�に3�がè/する��を5めてください。

��ÝÞ��

��

����

50Vダウン

50Vダウン

50Vダウン

ディスチャージ

スロー3�の��

��にチェックを�けない�uの��シーケンス
コンデンサの��をZうÀÁ、ディスチャージのXsにチェックを8けることをàくお
áめします。
コンデンサのスロー3�の��は、コンデンサの*+によりºきくËなります。
このスロー3�の��に#すぎる��をGHしたÀÁ、コンデンサの3�がèúに
Zわれなかったり、 ,rの����では���にダメージをêえるÀÁもあります。200V
スロー3���がë�0ないÀÁ、Xsにチェックを8けると、このスロー3�の��を
パソコンがXs0にã�します。コンデンサのÝÞ��が になるまで、パソコンがXs1V
�ìをZいます。
このÀÁのディスチャージ��は、ÝÞ��が にíîした%のâ�3���になりま1V
す。 45はöページをôõ( )
Xsにチェックを8けると、¹º¨ち��のGHC�が�;されますから、æ�çい��
をGHします。
Xsディスチャージモードで、この¹º¨ち��をuQしても"�がè/しないÀÁ、
ÔÕC�が�;されますから、��するか、�ìするかを&;します。

º*+ , のコンデンサのÀÁ、�ïに Ω\%のûñ��をÿ�してï) ( 100uF) 10k

��してください。 の��GHÝÞにダメージをêえることをh�するためです。8340
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d%%& �v コンデンサ Ωtu©ª ４wの�u410V, (300uF + 10K ) *

�`aコンデンサの#$の「eCチャージ」と「eCディスチャージ」
にチェックをÂけた#$のC&シーケンス

��d%WX

(PC )]で|j

fed%

コ
ン

デ
ン

サ
の
}
~

%
&

8
3
4
0
の
d
h

%
%

j

d%WX �pキー��( )

#$までのBCWX

��h%WX (PC )]で|j

h%WX �pキー��( )
h%のº�WX#$��

d% h%

ここでは、�38sec ここでは、�95sec
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��d%WX

��d%WX

(PC )]で|j

(PC )]で|j

fed%

fed%

コ
ン

デ
ン

サ
の
}
~

%
&

コ
ン

デ
ン

サ
の
}
~

%
&

8
3
4
0
の
d
h

%
%

j
8
3
4
0
の
d
h

%
%

j

d%WX �pキー��( )

d%WX �pキー��( )

#$までのBCWX

#$までのBCWX

��h%WX

��h%WX

(PC]で|j)

(PC]で|j)

#$��

#$��

ここでは、�15sec

ここでは、
�5sec

ここでは、�36sec

ここでは、�21sec

d%%& �v コンデンサ Ωtu©ª ４wの�u200V, (300uF + 10K ) *

d%%& �v コンデンサ Ωtu©ª ４wの�u100V, (300uF + 10K ) *

h%WX �pキー��( )
h%のº�WX

h%WX �pキー��( )
h%のº�WX
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��ÝÞ��

��

����

50Vダウン

50Vダウン

50Vダウン

ディスチャージ

スロー3�の��

5.ÃCにより�³をディスチャージする。

uqÿ�されている��を、8340Aを6してディスチャージします。
「スキャナ��」をONにしたÑÒでは、スキャナを6して、ÿ��の��を
úてディスチャージします。
「スキャナ��」をOFFにしたÑÒでは、8340Aに�ÿÿ�された��だけを
ディスチュージします。

����には、uqの��のÝÞ��をGHします。
ここでGHした��を、³Ö、8340AからþHし、2しづつ��をßげながら
��をディスチャージします。
��のÀÁは、uqの8340Aの"���が��されます。
200V,rの��°をGHすると、スロー3�をZいます。その���する
��は、r&「４」の&KでGHされた��が��されます。
v�¦な"�のÀÁは、8340AがÔpブザーを4らし、ディスチャージがèúに
Zわれません。このÀÁ、GP-IB çエラーがSTします。
スロー��の��をçく"�してください。

Ç º*+ , のコンデンサを ,rの��で"�したÑÒで、 にÿ�したまま、 、��ゼロ、 Wに) ( 10uF) 200V 8340A OPERATE-OFF DIS-CHARGE

"�すると、 のGHにQ��が�;されため、 のÔp0が4ります。このとき、パソコンとの çは1ìされ、 çエラーがS8340A 8340A GPIB

Tします。

このÄなÑ�を¾けるため、º*+のコンデンサの��では、���や��しないP�を7めて、����が�;されているËÌの"�で

��をZう45があります。

また、oソフトによる��./%のXs3��Mをñ¡にして��を��することをおáめします。

oソフトの��による����の��につきまして、�8で;�を«うことはできませんのでごÇÈください。

�`aコンデンサ��,.=>でのÇÈÉÊ
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Ë)ª ð
7のË)WXは、 の<=をLKします。A/D 'PLC '

ÁK+Í^ のÎÏです。Power Line Cycle( )

このWXは、 ð
7Z>のコンデンサをd%するWXです。A/D

は、ÁK+Í^の1+,)のWXです。1PLC

ÐÑでは、 、 ÐÑでは、 を�します。50Hz 20ms 60Hz 16.7ms

#$ÓWにÔÕをÖぼすノイズTÚのÛどは、ÁK+Í^のÜ^Ýの+Í^のy %&です。

のÜ^ÝのË)を�うことによりノイズTÚの¸くをÂÞできます。PLC

Oしい%&

ノイズ9) ÁK+Í^9)( )1PLC

A/Dð
7には、「ß�àáª」と「Ë)ª」があり、õソフトがサポートする%&%j��7は、「Ë)ª」を
LKして#$が�われます。

ð
eWがeいため、âWの%&#$がUV。

%&のâW/を#$することが��。

オシロスコープや、 ð
ボードなどにLKされる。A/D

ð
eWはBい。

ノイズのÔÕをãけにくいためä$した#$がUV。

デジタルマルチメータ、©ª、«¬%&%jなど

にLKされる。

��æ�
��æ�

D/Að
7

%&àá��

【8ç】
コンデンサにd%して、h%するWXをる

①Ë)ª ð
7A/D

Ë)��

②ß�àáª ð
7A/D

【8ç】
Z> ð
7とのàáにより#$する。D/A

A/DÌÍ�について

Ï¸jk「 」とはPLC
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